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国会対策国会対策

【
２
面
へ
続
く
】

第
１
４
０
回
国

会
対
策
委
員
会
が

８
月
３
日
、
東
京

・
ホ
テ
ル
ル
ポ
ー

ル
麹
町
で
開
催
さ

れ
、
正
副
委
員
長

を
選
任
し
、
要
望

書
を
決
定
し
た
。

会
議
冒
頭
、
本

会
の
野
尻
哲
雄
会

長
は
委
員
長
に
横

山
正
人
横
浜
市
会

議
長
を
推
薦
し
た

ほ
か
、
副
委
員
長
に
山
田
春

男
広
島
市
議
会
議
長
、
多
田

敬
三
好
市
議
会
議
長
を
推
薦
、

い
ず
れ
も
選
任
さ
れ
た
。
横

山
委
員
長
は
「
山
積
す
る
本

会
の
要
望
事
項
の
実
現
に
向

け
、
全
力
を
傾
注
し
て
参

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

協
議
で
は
、
今
年
５
月
の

第
96
回
定
期
総
会
の
会
長
提

出
決
議
５
項
目
を
基
に
し
た

要
望
書
を
原
案
通
り
決
定
。

委
員
会
終
了
後
、
関
係
省
庁

や
与
党
要
職
、
地
元
選
出
国

会
議
員
ら
に
要
望
活
動
を
行

う
こ
と
を
決
め
た
。

本
会
の
野
尻
哲
雄
会
長
（
大
分
市
）
は
８
月
3
日
、
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
を
受
け
て
鈴
木
俊
一
自
民
党
総
務
会
長
ら
政
府
・
与
党

の
要
職
に
緊
急
要
望
に
赴
き
、
被
災
住
民
に
対
す
る
支
援
金
の
支
給
対
象
を
拡
大
す
る

こ
と
な
ど
を
求
め
た
。

７
月
豪
雨
で
は
広
い
範
囲

で
人
的
被
害
を
伴
う
大
き
な

被
害
を
出
し
、
多
く
の
住
民

が
今
も
避
難
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
。

政
府
は
7
月
30
日
、
豪
雨

災
害
に
よ
る
被
災
者
の
生
活

再
建
な
ど
に
向
け
た
施
策
を

盛
り
込
ん
だ
「
対
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
」
を
決
定
。
翌
31
日

に
は
今
年
度
予
算
の
予
備
費

か
ら
１
０
０
０
億
円
の
支
出

を
決
め
て
い
る
。

緊
急
要
望
で
は
、
鈴
木
総

務
会
長
の
ほ
か
、

石
田
祝
稔
公
明

党
政
務
調
査
会
長
、

今
井
絵
理
子
内
閣

府
大
臣
政
務
官
ら

と
面
談
。
早
急
に

復
旧
・
復
興
に
努

め
、
二
次
災
害
防

止
の
た
め
土
砂
災

害
対
策
で
迅
速
な

対
応
を
取
る
こ
と

な
ど
を
求
め
た
。

ま
た
、
住
宅
の

被
害
認
定
に
つ
い
て
、
被
害

の
実
態
を
踏
ま
え
た
柔
軟
で

鈴木自民党総務会長（右）

政
府
・
与
党
に
要
望

政
府
・
与
党
に
要
望

委
員
長
に
横
山
横
浜
市
議
長

委
員
長
に
横
山
横
浜
市
議
長

弾
力
的
な
運
用
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
被
災
者
生
活
再

建
支
援
制
度
の
支
給
対
象
を

半
壊
や
一
部
損
壊
ま
で
拡
大

す
る
よ
う
訴
え
た
。

政
府
は
、
本
会
が
支
援
対

象
に
す
る
よ
う
求
め
て
い
た

「
半
壊
」
世
帯
の
う
ち
一
部

に
つ
い
て
、
被
災
者
生
活
再

建
支
援
法
を
改
正
し
、
支
援
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金
の
支
給
対
象
に
加
え
る
方

向
で
調
整
に
入
っ
た
。

武
田
良
太
防
災
担
当
相
が

8
月
4
日
の
記
者
会
見
で
表

明
し
た
。
同
相
は
「
同
じ
半

壊
で
も
損
害
割
合
に
応
じ
て

状
況
が
大
き
く
異
な
る
。
損

害
割
合
が
30
％
台
に
つ
い
て

は
、
補
修
費
が
相
当
高
額
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
支

援
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

支
援
法
改
正
へ

支
援
法
改
正
へ

野
尻
会
長

支
給
対
象
に

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

半
壊
・
一
部
損
壊

緊急要望緊急要望
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石田公明党政務調査会長（中央）
宮崎勝同党令和2年7月豪雨災害対策本部事務局長（右）

今井内閣府大臣政務官（左）

【
１
面
か
ら
続
く
】

ま
た
、
川
窪
俊
広
総
務
省

大
臣
官
房
審
議
官
（
税
務
担

当
）
か
ら
「
地
方
税
制
を
め

ぐ
る
現
状
と
課
題
」、馬
場
竹

次
郎
総
務
省
大
臣
官
房
審
議

急
要
望
」
を

提
出
し
た
。

【
３
日
要
望

活
動
参
加

市
】

▽
委
員
長
＝

横
浜
市

▽
副
委
員
＝

広
島
市

▽
委
員
＝
秦

野
市
、
大
和

市
、
鴻
巣
市
、

上
尾
市
、
八

幡
市
、
生
駒

市
、
佐
世
保
市

野尻会長による緊急要望野尻会長による緊急要望
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

甘利自民党税制調査会長（中央）

岸田自民党政調会長（中央）

高市総務大臣（右から3人目）

官
（
財
政
制
度・財
務
担
当
）

か
ら
「
地
方
財
政
を
め
ぐ
る

現
状
と
課
題
」
と
題
す
る
講

師
説
明
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ
た
。

　
　
◇
　
◇
　
◇

同
委
員
会
終
了
後
、
横
山

委
員
長
を
は
じ
め
正
副
委
員

長
・
委
員
は
、
3
日
当
日
に

高
市
早
苗
総
務
大
臣
、
岸
田

文
雄
自
民
党
政
務
調
査
会
長
、

甘
利
明
同
党
税
制
調
査
会
長

に
、
６
日
に
は
横
山
委
員
長

が
菅
義
偉
官
房
長
官
に
面
談

し
、
委
員
会
で
決
定
し
た
要

望
書
を
手
交
の
上
、
要
望
を

行
っ
た
。
合
わ
せ
て
、「
令
和

２
年
７
月
豪
雨
に
関
す
る
緊

あいさつする
横山委員長（横浜市）

あいさつする野尻会長
（大分市）

令和２年７月豪雨災害令和２年７月豪雨災害
に関する緊急要望項目に関する緊急要望項目

１ 二次災害の防止対策について

２ 激甚災害の早期指定について

３ 新型コロナウイルス感染症対策
について

４ 生活再建に向けた支援について

５ 災害廃棄物の処理支援について

６ 被災者生活支援の充実について

７ 交通機関等の早期復旧について

８ 被災地に対する財政等の支援に
ついて



全 国 市 議 会 旬 報 第 2129・30号（3）令和 2年 8月 25日号

戦
後
75
年
目
の
戦
没
者
追
悼
式
で
天
皇
陛
下

75
回
目
の
終
戦
記
念
日
を

迎
え
た
８
月
15
日
、
政
府
主

催
の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が

日
本
武
道
館
で
開
か
れ
た
。

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨

席
を
仰
ぎ
、
遺
族
を
は
じ
め
、

安
倍
晋
三
首
相
や
野
尻
哲
雄

本
会
会
長
（
大
分
市
議
会
議

長
）
ら
約
５
０
０
人
が
参
列

し
、
戦
没
者
３
１
０
万
人
の

冥
福
を
祈
っ
た
。

天
皇
陛
下
は「
お
こ
と
ば
」

で
「
戦
後
の
長
き
に
わ
た
る

平
和
な
歳
月
に
思
い
を
致
し

つ
つ
、
過
去
を
顧
み
、
深
い

反
省
の
上
に
立
っ
て
、
再
び

戦
争
の
惨
禍
が
繰
り
返
さ
れ

ぬ
こ
と
を
切
に
願
い
、
戦
陣

に
散
り
戦
禍
に
倒
れ
た
人
々

に
対
し
、
全
国
民
と
共
に
、

心
か
ら
追
悼
の
意
を
表
し
、

世
界
の
平
和
と
我
が
国
の
一

層
の
発
展
を
祈
り
ま
す
」
と

述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

も
言
及
さ
れ
た
。

式
典
で
は
、
安
倍
首
相

か
ら
追
悼
の
式
辞
が
あ
り
、　

そ
の
後
、
正
午
か
ら
１
分

間
、
参
列
者
全
員
で
黙
と
う

を
捧
げ
た
。

天
皇
陛
下
お
こ
と
ば

天
皇
陛
下
お
こ
と
ば

本
日
、「
戦
没
者
を
追
悼
し

平
和
を
祈
念
す
る
日
」に
当
た

り
、全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
臨

み
、
さ
き
の
大
戦
に
お
い
て
、

か
け
が
え
の
な
い
命
を
失
っ

た
数
多
く
の
人
々
と
そ
の
遺

族
を
思
い
、深
い
悲
し
み
を
新

た
に
い
た
し
ま
す
。

終
戦
以
来
75
年
、人
々
の
た

ゆ
み
な
い
努
力
に
よ
り
、今
日

の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
が

築
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、多

く
の
苦
難
に
満
ち
た
国
民
の

歩
み
を
思
う
と
き
、誠
に
感
慨

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
今
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
に
よ
り
、新
た
な
苦
難
に
直

面
し
て
い
ま
す
が
、私
た
ち
皆

が
手
を
共
に
携
え
て
、こ
の
困

難
な
状
況
を
乗
り
越
え
、今
後

と
も
、人
々
の
幸
せ
と
平
和
を

希
求
し
続
け
て
い
く
こ
と
を

心
か
ら
願
い
ま
す
。

こ
こ
に
、戦
後
の
長
き
に
わ

た
る
平
和
な
歳
月
に
思
い
を

致
し
つ
つ
、
過
去
を
顧
み
、
深

い
反
省
の
上
に
立
っ
て
、再
び

戦
争
の
惨
禍
が
繰
り
返
さ
れ

ぬ
こ
と
を
切
に
願
い
、戦
陣
に

散
り
戦
禍
に
倒
れ
た
人
々
に

対
し
、
全
国
民
と
共
に
、
心
か

ら
追
悼
の
意
を
表
し
、世
界
の

平
和
と
我
が
国
の
一
層
の
発

展
を
祈
り
ま
す
。

【
出
典
=
宮
内
庁
Ｈ
Ｐ
（
原
文

の
ま
ま
掲
載
）】

追悼式の模様
【出展：首相官邸 HP】

全
国
市
議
会
議
長
会
指
定

都
市
協
議
会
（
会
長
＝
岩
井

雅
夫
千
葉
市
議
会
議
長
）
は

7
月
31
日
、
要
望
活
動
を

行
っ
た
。

当
日
は
、

岩
井
会
長
お

よ
び
山
本
恵

一
委
員
（
京
都
市
会
議
長
）

が
前
田
一
浩
総
務
省
大
臣
官

房
総
括
審
議
官
に
面
談
し
、

「
特
別
定
額
給
付
金
に
係
る

死
亡
世
帯
主
の
取
扱
い
に
関

議
会
人
事

▼
議
長

▽
南
丹	

谷
尻
宣
雄（
２・19
）

▽
浅
口	

井
上
邦
男（
５・１
）

▽
た
つ
の
　
松
下
信
一
郎

	

（
５・15
）

▽
宇
城	

石
川
洋
一（
５・15
）

▽
川
越	

片
野
広
隆（
６・２
）

▽
敦
賀	

田
中
和
義（
６・８
）

▽
臼
杵	

匹
田
　
郁（
６・9
）

▽
神
戸	

壬
生
　
潤（
６・11
）

▽
加
須	

柿
沼
秀
雄（
６・15
）

▽
湖
南	

植
中
　
都（
６・23
）

▽
周
南	

青
木
義
雄（
６・23
）

▽
奈
良	

三
浦
敎
次（
６・24
）

▽
小
松	

高
野
哲
郎（
６・25
）

▽
行
田	

梁
瀬
里
司（
６・25
）

▽
西
尾	
長
谷
川
敏
葊（
６・25
）

▽
徳
島	
宮
内
春
雄（
６・25
）

▽
富
士
吉
田
　
桑
原
守
雄

	
（
６・26
）

▽
市
原	

鈴
木
友
成（
６・30
）

▽
米
子	

　
岩
﨑
康
朗（
６・30
）

▽
松
山
　	

若
江
　
進（
７・２
）

▽
甲
府	

兵
道
顕
司（
７・３
）

▽
津	

加
藤
美
江
子（
７・３
）

▽
尼
崎	

開
　
康
生（
７・７
）

▼
副
議
長

▽
南
丹	

木
戸
德
吉（
２・19
）

▽
た
つ
の	

三
木
浩
一（
５・15
）

▽
宇
城	

大
村
　
悟（
５・15
）

▽
川
越	

近
藤
芳
宏（
６・２
）

▽
敦
賀	

大
塚
佳
弘（
６・８
）

▽
臼
杵	

吉
岡
　
勲（
６・9
）

▽
神
戸	

平
井
真
千
子（
６・11
）

▽
加
須	

田
中
良
夫（
６・15
）

▽
熱
海	

橋
本
一
実（
６・23
）

▽
周
南	

福
田
健
吾（
６・23
）

▽
奈
良	

八
尾
俊
宏（
６・24
）

▽
行
田	

柴
﨑
登
美
夫（
６・25
）

▽
西
尾	

松
崎
隆
治（
６・25
）

▽
徳
島	

黒
田
達
哉（
６・25
）

▽
富
士
吉
田
　
鈴
木
富
蔵

	

（
６・26
）

▽
市
原	

伊
佐
和
子（
６・30
）

▽
米
子	

前
原
　
茂（
６・30
）

▽
東
広
島	

大
道
博
夫（
６・30
）

▽
富
士	

井
上
　
保（
７・１
）

▽
松
山	

渡
部
克
彦（
７・２
）
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「
戦
争
の
惨
禍
が

「
戦
争
の
惨
禍
が

繰
り
返
さ
れ
ぬ
こ
と
を
」

繰
り
返
さ
れ
ぬ
こ
と
を
」

す
る
緊
急
要
請
」
を
手
交
し

た
。緊

急
要
請
で
は
、
給
付
の

基
準
日
以
降
に
単
身
の
世
帯

主
が
死
亡
し
た
場
合
、
遺
族

が
給
付
金
申
請
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

▽
甲
府	

山
中
和
男（
７・３
）

▽
尼
崎
　
福
島
さ
と
り（
７・７
）

▼
事
務
局
長

▽
南
丹	

山
口
浩
之（
31・４・１
）

▽
新
発
田	

鶴
巻
勝
則（
４・１
）

▽
氷
見	

串
田
安
弘（
４・１
）

▽
安
曇
野	

細
田
昌
伸（
４・１
）

▽
東
久
留
米
　
坂
東
正
樹

	

（
４・１
）

▽
中
野（
東
京
）　
長
﨑
武
史

	

（
４・１
）

▽
中
央（
山
梨
）　
橘
田
　
修

	

（
４・１
）

▽
結
城	

　
鈴
木
昭
一（
４・１
）

▽
朝
霞	

平
本
仁
至（
４・１
）

▽
白
岡	

折
原
浩
幸（
４・１
）

▽
牧
之
原	

原
口
　
亨（
４・１
）

▽
東
温	

佃
　
一
彦（
４・１
）

▽
壱
岐	

吉
井
弘
二（
４・１
）

▽
宇
城	

西
岡
澄
浩（
４・１
）

▽
中
津	

中
野
周
幸（
４・１
）

▽
伊
佐	

左
近
充
円（
４・１
）

▽
浅
口	

平
本
仁
至（
７・１
）

▽
別
府	

花
田
伸
一（
７・13
）

指

定

都

市

協

指

定

都

市

協

給
付
金
で
緊
急
要
請

給
付
金
で
緊
急
要
請
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【
市
の
概
要
】

▽
人
口
　
37
万
５
１
３
３
人

（
今
年
７
月
末
）

▽
面
積
　
36
・
09
㎢

▽
歴
史
・
沿
革
　
昭
和
15
年

市
制
施
行
。
隣
接
の
豊
中
市

に
跨
る
「
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
」
開
発
で
人
口
が
急
増
。

６
４
２
１
万
人
が
来
場
し
た

同
45
年
の
大
阪
万
博
開
催
で

さ
ら
に
大
き
く
発
展
し
た
。

平
成
13
年
４
月
に
特
例
市（
同

27
年
４
月
制
度
廃
止
）
に
。

市
制
施
行
80
周
年
の
今
年
４

月
に
中
核
市
に
移
行
し
た
。

▽
シ
ン
ボ
ル
　
市
章
は
、

「
吹
」
と
「
田
」
の
字
を
組

の
寄
付
を
募
る
。
寄
付
受
け

付
け
は
12
月
22
日
ま
で
。

み
合
わ
せ
て
シ
ン
ボ
ル
化

し
た
。「
吹
」
は
平
和
の
シ

ン
ボ
ル
の
ハ
ト
を
か
た
ち
ど

り
、
円
内
で
交
差
す
る
４
本

の
線
が
「
田
」
を
表
し
て
い

る
。
周
囲
は
花
弁
で
、
ま
ち

が
美
し
く
発
展
す
る
こ
と
を

願
っ
た
。
市
民
の
木
は
市
内

に
古
木
が
多
く
、
市
民
に
親

し
ま
れ
て
い
る
く
す
の
き
、

市
民
の
花
は
さ
つ
き
。

【
議
会
の
概
要
】　

▽
議
員
定
数
　
36
人
（
現

在・男
性
26
人
、
女
性
10
人
）

▽
前
回
選
挙
　
平
成
31
年
４

月
21
日
。
立
候
補
44
人
。
投

票
率
48
・
21
％

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
　
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
感
染
症

対
策
基
金
を
設
置
す
る
議
員

発
議
の
積
立
基
金
条
例
改
正

案
を
今
年
５
月
臨
時
会
で
可

決
し
た
。
市
民
生
活
、
事
業

活
動
、
医
療
・
福
祉
現
場
、

学
習
活
動
な
ど
を
継
続
的
に

支
援
す
る
た
め
、
一
般
か
ら

連載④

吹

田

市

吹

田

市

副
会
長
市
紹
介

副
会
長
市
紹
介

木
村
議
長
の
話

木
村
議
長
の
話

市立吹田サッカースタジアム 
( 写真提供＝吹田市）

市　章

本
市
は
大
阪
府
の
北
部
に

位
置
し
、
交
通
ア
ク
セ
ス
に

優
れ
る
一
方
で
、
多
く
の
都

市
公
園
等
を
有
す
る
緑
豊
か

な
住
宅
都
市
で
す
。
市
南

部
の
北
大
阪
健
康
医
療
都
市

「
健け
ん
と都
」
で
は
、
国
立
循
環

器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
を
核
と

し
た
医
療
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形

成
を
目
指
し
、
健
康
・
医
療

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
北
部
に
は
、

企
業
や
市
民
等
か
ら
の
寄
付

金
で
建
設
さ
れ
た
市
立
吹
田

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
が
あ

り
、
本
拠
地
と
す
る
「
ガ
ン

バ
大
阪
」
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
皆
様
の
御
来
訪
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 木村裕議長

全国の市議会議員の皆様にご好評いただいている「市議会手帳」。
令和3年版の購入予約申込を開始しますのでご案内いたします。
市議会手帳のサイズは、ジャケットの胸ポケットに収まるコンパク

トサイズ。全国815市区の連絡先を収録した「全国市議会一覧」
のほか、815市区の所在地がひと目でわかる「全国都市所在図」
を収録するなど、市販の手帳ではみられない「市議会手帳」ならで
はの特徴を備えています。
9月18日までのお申込みにより、手帳の表紙に市議会名を入れて、
12月上旬にお届けします。

「令和3年版 市議会手帳」 購入予約のお申込みについて

３

※福岡の詳細は○A の詳細図に示す

○A

※福岡の詳細は○A の詳細図に示す

○A

令和元年10月１日現在　全国都市数815市区数

締切期限後においても在庫状況により販売可能ですが、
10月1日以後の注文では表紙の市議会名の名入れは
対応いたしかねますので、予めご了承ください。

こ
の
位
置
に
市
議
会
名
が
入
り
ま
す

令和3年版 市議会手帳（イメージ）

申 込 期 限
9月18 日(金)まで

【申込方法】
所属の議会事務局まで
お申し出ください。

価格（消費税込、送料込）

700 円一冊


